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船舶事故調査報告書 

 

                              令和６年１０月２日 

                      運輸安全委員会（海事専門部会）議決 

委   員  伊 藤 裕 康（部会長） 

                         委   員  上 野 道 雄 

                         委   員  岡 本 満喜子 

    

事故種類 衝突（防波堤）（１件目の事故） 

乗組員負傷（２件目の事故） 

発生日時 令和５年５月３０日 ０４時２６分ごろ（１件目の事故） 

令和５年５月３０日 ０８時００分ごろ（２件目の事故） 

発生場所 （１件目の事故） 

鹿児島県いちき串木野市串木野港Ｂ防波堤 

串木野港Ｂ防波堤灯台から真方位０１２°５０ｍ付近 

 （概位 北緯３１°４２.７′ 東経１３０°１５.３′） 

（２件目の事故） 

鹿児島県薩摩川内市川内港西方沖 

川内港沖防波堤西灯台から真方位２７５°２.３海里（Ｍ）付近 

 （概位 北緯３１°５１.６′ 東経１３０°０８.０′）  

事故の概要 （１件目の事故） 

漁船第十六海
かい

盛
せい

丸は、串木野港に入港中、防波堤に衝突した。 

第十六海盛丸は、船首部に圧壊、球状船首に破口を伴う凹損を生じ

た。 

（２件目の事故） 

第十六海盛丸は、被えい
．．

航中、えい
．．

航ペンダントのロープが破断し

て甲板上にいた甲板員Ａが負傷した。 

事故調査の経過 令和５年６月１５日、本事故の調査を担当する主管調査官（門司事

務所）ほか１人の地方事故調査官を指名した。 

原因関係者から意見聴取を行った。 

事実情報 

 船種船名、総トン数 

 船舶番号、船舶所有者等 

 Ｌ×Ｂ×Ｄ、船質 

 機関、出力、進水等 

 

Ａ 漁船 第十六海盛丸、１９トン 

ＫＧ２―２６１１（漁船登録番号）、有限会社海盛水産（Ａ社） 

１６.９９ｍ（Lr）×５.３８ｍ×１.８０ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、７３６.００kＷ、平成２年６月２３日 

第２９５－４７２７７号（船舶検査済票の番号） 

Ｂ 漁船 第十一海盛丸、１６トン 

ＫＧ２―２８６（漁船登録番号）、有限会社海盛水産（Ａ社） 

１４.９８ｍ（Lr）×３.６６ｍ×１.４５ｍ、ＦＲＰ 

ディーゼル機関、５７３.７０kＷ、昭和６０年５月６日 

第２９５－４７２７８号（船舶検査済票の番号） 
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 乗組員等に関する情報 船長Ａ ５０歳 

一級小型船舶操縦士・特殊小型船舶操縦士・特定 

免許登録日 平成８年３月２１日 

免許証交付日 令和２年９月２日 

（令和８年３月２０日まで有効） 

甲板員Ａ ２０歳 

 死傷者 （１件目の事故） 

なし 

（２件目の事故） 

重傷 １人（甲板員Ａ） 

 損傷 （１件目の事故） 

Ａ 船首部に圧壊、球状船首に破口を伴う凹損 

防波堤 コンクリート部に擦過傷 

（２件目の事故） 

Ａ 左舷船尾部の手摺
す

りに曲損 

 気象・海象 気象：天気 雨、風向 南西、風力 ２、視界 良好 

海象：波高 約１.５ｍ 

 事故の経過 

 

（１件目の事故） 

Ａ船は、船長Ａ及び甲板員Ａほか６人が乗り組み、運搬船１隻、網

船１隻、灯船２隻（以下、「Ｂ船」及び「Ｃ船」という。）の４隻から

なる中型まき網船団の網船で、令和５年５月２９日１７時００分ご

ろ、船団各船と共に串木野港西方沖の漁場に向けて鹿児島県阿久根市

脇本漁港を出港した。 

Ａ船、Ｂ船及びＣ船は、５月３０日０２時３０分ごろ、操業を終

え、運搬船が水揚げから戻るまでの間、乗組員の交替と休養の目的

で、Ａ船を先頭に約０.２５Ｍ間隔で１列となってＢ船及びＣ船が続

き、串木野港へ向け漁場を出発した。 

船長Ａは、単独で船橋当直に就き、操舵室中央の椅子に腰を掛け、

自動操舵により約９ノット（kn）の速力（対地速力、以下同じ。）で航

行を続け、串木野港港口に向けての変針予定場所となる‘串木野港Ｂ

防波堤（以下「本件防波堤」という。）まで約１Ｍ手前の地点’（以下

「変針予定場所」という。）に達し、乗組員に入港準備を知らせる船内

ベルを鳴らした記憶を最後に、いつしか眠り込んだ。 

Ａ船は、変針予定場所を通過して航行を続け、０４時２６分ごろ、

船首部が本件防波堤に衝突した。 

船長Ａは、衝突の衝撃で目を覚まし、機関を後進として本件防波堤

から離れた後、乗組員に対して船体の損傷状況、乗組員の負傷状況等

について、調査を行うよう指示した。 

調査の結果、負傷者はいなかったものの、Ａ船は、船首部に圧壊及

び球状船首に破口を伴う凹損が生じて第１船倉に浸水が確認された。 
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（写真１、写真２ 参照） 

 

船長Ａは、左舷船首側からビルジポンプで排水しながら、Ａ社社長

であるＢ船船長に対して漁業無線で本事故発生を報告した。 

Ｃ船は、本事故発生の漁業無線を傍受した後、Ａ船の右舷側に左舷

着けして横抱き状態とし、自船のポンプも使用して排水作業を支援し

た。 

Ａ船は、排水している状態において、前進した場合、第１船倉の 

ハッチから海水が噴き出すほど浸水していたが、後進した場合、浸水

の増加は認められなかった。 

Ｂ船船長は、地元の造船所に連絡をとり、Ａ船とＣ船が横抱きの状

態のまま、Ｂ船で船尾からえい
．．

航して脇本漁港に向かうこととした。 

（付図１ 事故発生経過概略図（１件目の事故） 参照） 

（２件目の事故） 

Ｂ船は、自船のえい
．．

航フックに掛けた直径３０mm のポリエチレン製

ロープ約１７０ｍに、Ａ船の直径３２mm の合成繊維製の予備係留ロー

プ約２０ｍを２つ折りにして作成したえい
．．

航ペンダントを連結して脇

本漁港へ向けて約４knの速力でえい
．．

航を開始した。 

Ａ船は、船長Ａが、乗組員に対し、危険なので被えい航中の後部甲

板への立入禁止を指示した後、操舵室で第１船倉の浸水状況の監視を

行っていた。 

また、他の乗組員２人は、前部甲板上で第１船倉の監視を行い、残

りの他の乗組員は、操舵室下の居住区で休憩していた。 

甲板員Ａは、居住区で休憩していたところ、便意を催したので、用

を足すために居住区を出て左舷船尾部に向かった。 

甲板員Ａは、Ａ船には操舵室下の左舷通路付近に便所が設置されて

いたものの、数日前から便器にぐらつきがあったので、以来、左舷船

尾部の金属製の手摺りにつかまり、舷外で用を足していた。 

甲板員Ａは、船長Ａから被えい航中の後部甲板への立入禁止を指示

写真１ 船首部の損傷状況１  写真２ 船首部の損傷状況２ 

（操舵室右側から船首方） 

船首 
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されていたが、右舷船尾部のビットに掛けたえい
．．

航ペンダントのロー

プが破断するとは思っておらず、また、金属製の手摺りがあるので安

全と思い、用を足していたところ、０８時００分ごろ、えい
．．

航ペンダ

ントがギシギシと音を立てたのを聞いた後、落水した。 

船長Ａは、第１船倉の監視を続けていたところ、破断音と衝撃があ

り、右舷船尾部のビットに掛けたえい
．．

航ペンダントのロープが破断

し、左舷船尾部に設置された３本の支柱の金属製の手摺りが、船首側

の支柱１本を残して２本が根本から抜け、外側にＵ字型に曲損してい

るのを認めた。 

（写真３、写真４ 参照） 

 

船長Ａは、一旦、Ａ船のえい
．．

航が中断されたとき、船首方に顔を向

けると、右舷船首方の海上に甲板員Ａが浮いているのを認め、Ｂ船及

びＣ船に対して甲板員Ａの救助を依頼した。 

（図１ 参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真３ 左舷船尾部の     写真４ 左舷船尾部の 

手摺り（事故前）       手摺り（事故後） 
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Ｂ船船長は、えい
．．

航ロープの連結を解いてえい
．．

航ロープを揚収して

いたところ、Ａ船とＣ船が風浪により圧流されて、甲板員Ａに近づ

き、Ｃ船乗組員２人が甲板員Ａを揚収したので、甲板員Ａと付き添い

をＢ船に移乗させ、１１９番通報により救急車を要請するとともに、

川内港へ向かった。 

残されたＡ船及びＣ船は、横抱きの状態のまま、試しに前進を試み

たところ、航行可能であることを確認できたので、脇本漁港へ向けて

航行を再開した。 

甲板員Ａは、川内港に到着後、救急車により川内市内の病院に搬送

～ ～ ～ ～ 

￥

Ａ船 Ｃ船 

Ｂ船 

手摺り 

甲板員Ａ 

①破断 
②曲損 

 

負傷 

落水 

排水 

第１

船倉 

～ ～ 

図１ えい
．．

航状況及び２件目の事故の発生状況 

事故発生前 事故発生 

負傷事故発生後 

えい航 

ペンダント 

③発見 
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され、右脛
けい

骨
こつ

腓
ひ

骨
こつ

骨幹部開放骨折との診断を受けた。 

Ｂ船は、甲板員Ａを救急車に引き継いだ後、Ａ船及びＣ船に追い付

き、伴走しながら脇本漁港へ入港した。 

（付図１ 事故発生経過概略図（２件目の事故） 参照） 

その他の事項 （１件目の事故） 

Ａ船の出入港時の当直は、原則として、船長Ａ及び船橋当直者の２

名体制であったが、その時の状況に応じて、本事故時のように船長Ａ

が単独当直で出入港することがあった。 

船長Ａは、串木野港へ向けて航行を開始する際、疲労を感じていた

ものの、眠気を感じておらず、約２時間の航海であったので、乗組員

を休ませようと思い、単独で船橋当直に就いた。 

船長Ａは、これまで、眠気や疲労を感じた状態で、椅子に座り、自

動操舵で操船していても、居眠りしたことがなかったので、本事故時

も居眠りすることはないと思っていた。 

Ａ船には、第１船倉と球状船首との間に隔壁がなかった。 

Ａ船、Ｂ船及びＣ船の各船長は、いずれも海上保安庁への通報を行

わなかった。 

（２件目の事故） 

破断したえい
．．

航ペンダントのロープは、擦れ当て等が施されてお

り、ロープの破断した箇所は、船尾外板より少しＢ船側で、擦れたよ

うな形跡は無かった。 

えい
．．

航ペンダントに使用したロープは、Ａ船の予備の係留ロープと

して長期（年数不明）にわたり使用されていたものであった。 

Ａ船の便器は、事故の数日前からぐらついていたものの、使用でき

ない状態ではなかった。 

船長Ａは、本事故の数日前から甲板員Ａが左舷船尾部の手摺りにつ

かまって用を足していることを知っていたが、えい
．．

航開始前に後部甲

板への立入禁止を指示したので、被えい
．．

航中に甲板員Ａが後部甲板に

立ち入って用を足すとは思わなかった。 

船長Ａは、第１船倉の浸水状況の監視を行っていたので、甲板員Ａ

が左舷船尾部に向かったことに気付かなかった。 

甲板員Ａは、漁船の乗船経験が約２年であり、これまで、えい
．．

航作

業の経験がなく、えい
．．

航中のロープの破断についても見聞きしたこと

がなかった。 

甲板員Ａは、救命胴衣、作業服及び長靴を着用していたものの、ヘ

ルメットを着用していなかった。 

海上保安庁は、１１９番通報を受けた消防からの連絡で、本事故の

発生を認知し、Ｂ船船長に電話で事実確認を行い、Ａ船が防波堤に衝

突してから甲板員Ａが負傷するに至るまでの経緯を知った。 
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分析 

 乗組員等の関与 

船体・機関等の関与 

気象・海象等の関与 

判明した事項の解析 

 

（１件目の事故）あり、（２件目の事故）あり 

（１件目の事故）なし、（２件目の事故）なし 

（１件目の事故）なし、（２件目の事故）なし 

（１件目の事故） 

Ａ船は、串木野港において入港中、単独で操船中の船長Ａが居眠り

したことから、変針予定場所を通過して航行を続け、本件防波堤に衝

突したものと考えられる。 

船長Ａは、疲労を感じた状態で、椅子に座り続けていたことから、

覚醒水準が低下して居眠りしたものと考えられる。 

（２件目の事故） 

Ａ船は、川内港西方沖において被えい
．．

航中、甲板員Ａが、左舷船尾

部のえい
．．

航ペンダントの近くで用を足していたことから、えい
．．

航ペン

ダントのロープが破断した際、破断したロープが甲板員Ａに当たった

ことにより、負傷したものと考えられる。 

えい
．．

航ペンダントのロープは、経年劣化していたことから、破断し

た可能性があるものと考えられる。 

甲板員Ａは、えい
．．

航開始前に、船長Ａから後部甲板に立入禁止を指

示されていたものの、えい
．．

航ペンダントのロープが破断すると思って

おらず、また、金属製の手摺りがあるので安全だと思っていたことか

ら、左舷船尾部のえい
．．

航ペンダントの近くで用を足していたものと考

えられる。 

甲板員Ａは、漁船の乗船経験が約２年であり、これまで、えい
．．

航作

業の経験が無かったことから、えい
．．

航中のロープの破断の危険性につ

いて、理解していなかったものと考えられる。 

原因 （１件目の事故） 

本事故は、Ａ船が、串木野港において入港中、単独で操船中の船長

Ａが居眠りしたため、変針予定場所を通過して航行を続け、本件防波

堤に衝突したものと考えられる。 

（２件目の事故） 

本事故は、Ａ船が、川内港西方沖において被えい
．．

航中、甲板員Ａ

が、左舷船尾部のえい
．．

航ペンダントの近くで用を足していたため、え
．

い
．
航ペンダントのロープが破断した際、破断したロープが甲板員Ａに

当たったことにより、発生したものと考えられる。 

再発防止策 Ａ社は、本事故後、再発防止及び被害の軽減策として次の改善措置

を採った。 

（１件目の事故） 

・操舵室に居眠り防止装置を増設した。 

・出入港時の船長と当直者１名の２名体制は、これまで原則であっ

たが、必須とした。 
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（２件目の事故） 

・球状船首と第１船倉の間に隔壁を増設した。 

今後の同種事故等の再発防止及び被害の軽減に役立つ事項として、

次のことが考えられる。 

（１件目の事故） 

・操船者は、眠気や疲労を感じている場合、椅子に座った状態でい

ると居眠りする可能性があるので、手動操舵や操舵室内の換気を

行うなどして居眠り防止に努めること。 

・船舶所有者は、法令上居眠り防止装置の設置義務がなくとも、航

海状況等を考慮し、必要に応じて同装置を設置することが望まし

い。 

・船長は、事故が発生した場合、適切な支援や指示を受けられるよ

う、速やかに海上保安庁へ通報すること。 

（２件目の事故） 

・船長は、（被）えい
．．

航中の危険区域、ロープ破断の危険性等、危険

予知に関する船内教育を徹底することが望ましい。 

・船長は、被えい
．．

航ロープが衰耗等で強度が落ちている可能性があ

る場合には、他のロープでダブルにとるなどして補強するほか、

擦れ当てを厳重に行い、ロープの周囲への立入りを厳禁とするこ

と。 

・船長は、事故が発生した場合、適切な支援や指示を受けられるよ

う、速やかに海上保安庁へ通報すること。 
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付図１ 事故発生経過概略図 

 

薩摩川内市

川内港 

２件目の事故発生場所 

（令和５年５月３０日 

０８時００分ごろ発生） 

川内港沖防波堤西灯台 

阿久根市 

漁場 
 

 

鹿児島県  

いちき 

串木野市 

串木野港 

１件目の事故発生場所 

（令和５年５月３０日 

０４時２６分ごろ発生） 

串木野港 

Ｂ防波堤灯台 
変針 

予定場所 

脇本漁港 
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